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金
い
ろ
の
 
ひ
か
り
 

銀
い
ろ
の
 
か
ぜ
 

み
ど
り
が
か
お
る
 

青
い
空
 

黄
い
ろ
い
声
援
 
マ

マ
の
声
 

茶
い
ろ
の
声
援
 
パ
パ
の
声
 

が
ん
ば
れ
．
赤
 

が
ん
ば
れ
 
白
 

み
ん
な
夢
中
で
玉
な
げ
る
 

は
ず
れ
て
入
っ
て
 
ま
た
は
ず
れ
 

入
っ
て
は
ず
れ
て
 
ま
た
入
る
 

ど
ち
ら
の
玉
が
多
か
ろ
な
 

き
ら
き
ら
か
が
や
く
可
愛
い
瞳
 

お
昼
の
べ
ん
と
う
お
い
し
か
ろ
 

（昭和33年9月ID日第3種郵便特認可） 

六
月
七
日
、
弘
前
市
三
和
で

発
見
さ
れ
た
り
ん
ご
の
大
敵
と

い
わ
れ
る
「
黒
星
病
」
は
、
日

を
追
う
ご
と
に
汚
染
圏
を
広
げ

つ
い
に
六
月
十
五
日
市
内
長
富

に
も
発
生
し
、
六
月
二
十
三
日

現
在
市
内
の
り
ん
ご
園
九
百
七

十
八
紛
の
六
八
・
六
督
に
あ
た

る
六
百
七
十

一
紛
を
汚
染
し
広

が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
六
月
十
六

日
、
佐
々
木
市
長
を
本
部
長
と

す
る
「
五
所
川
原
市
り
ん
ご
黒

星
病
防
除
対
策
本
部
」
を
設
置
 
 

し
、
農
業
パ
ト

ロ
ー
ル
の
巡
回

指
導
を
行
な
う
一
方
、
防
除
暦

を
緊
急
に
変
更
し
栽
培
農
家
に

対
し
て
早
期
発
見
と
徹
底
防
除

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

「
黒
星
病
」
は
、
果
実
が
成

育
す
る
に
つ
れ
病
班
部
を
中
心

に
裂
果
し
て
商
品
価
値
を
ほ
と

ん
ど
な
く
し
て
し
ま
う
り
ん
ご

の
「
大
敵
」
で
、
欧
米
で
は
最

も
恐
れ
ら
れ
て
い
る
病
気
の
ひ

と
つ
で
す
。
 

本
県
で
は
昭
和
四
十
四
年
に

発
見
さ
れ
て
以
来
、
昨
年
ま
で
 
 

は
県
南
の

一
部
に
発
生
が
限
ら

れ
て
い
ま
t
た
が
、
津
軽
全
域

で
発
見
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初

め
て
で
す
っ
 

「黒
星
病
」
は
、
早
期
の
発

見
と
徹
底
し
た
防
除
に
よ
り
果

実
へ
の
被
害
は
食
い
止
め
ら
れ

る
の
で
、
と
く
に
高
接
枝
や
苗

木
、
若
木
は
全
樹
を
総
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。
 「
黒
星
病
」
は

早
い
も
の
は
落
花
後
間
も
な
く

発
生
し
、
夏
季
の
高
温
時
は
い

っ
た
ん
休
止
し
て
秋
季
に
涼
し

く
な
る
と
新
し
い
病
班
が
再
び

出
始
め
ま
す
。
 

見
分
け
方
と
し
て
は
、
初
期

に
周
縁
が
不
鮮
明
で
三
ミ
リ
位

の
黒
緑
色
の
ス
ス
状
の
病
班
と

な
り
、
葉
の
表
と
裏
の
両
側
に

別
々
に
発
生
し
、
反
対
側
に
出

る
こ
と
は
な
い
の
で
表
と
裏
を

観
察
す
る
こ
と
。
病
班
の
後
期

の
特
長
は
、
拡
大
し
て
不
整
形

の
大
き
な
黒
色
の
病
班
と
な
り

表
が
膨
れ
上
り
、
裏
は
ひ
っ
こ

み
、
さ
ら
に
す
す
む
と
被
害
の

都
分
が
破
れ
て
穴
が
あ
き
ま
す

こ
の
よ
う
な
病
状
を
発
見
し

た
ら
直
ち
に
市
役
所
農
林
課
へ

連
絡
し
、
変
更
後
の
防
除
暦
や

指
導
の
も
と
に
徹
底
し
た
防
除

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

消
費
者
一
日
講
座
 

1
4日
市
民
文
化
会
館
で
 

市
と
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 
 

共
催
の

「
消
費
者
一
日
講
座
」
 

は
、
七
月
十
四
日

（金
）
午
後

一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
行

な
い
ま
す
。
 

「
カ
ン
詰
の
官
能
テ
ス
ト
と

選
び
方
」
と
題
し
て
の
講
話
と

試
食
を
行
な

い
 ま
す
の
で
、
 

一
般
消
費
者
の
参
加
を
お
待
ち

し
ま
す
。
 

講
師
は
東
北
農
政
局
消
費
経

済
課
係
長
中
森
正
義
氏
、
日
本

カ
ン
詰
検
査
協
会
仙
台
検
査
所

長
中
田
政
一
氏
。
 

電
話
を
増
設
 

消
防
本
部
 

五
所
川
原

地
区
消
防
本

部

は
、
有
事
の
さ
い
市
民
か
ら
の

連
絡
に
対
し
て
迅
速
、
的
確
に
 

お
こ
た
え
す
る
た
め
電
話
三
基

を
次
の
と
お
り
増
設
し
ま
し
た

消
防
本
部
⑤
四
三
八
二
番

消
防
署

⑤
二
〇

一
九
番
 

⑤
二
〇
二
〇
番
 

生活環境バトロール本部 

し 住 み よ 

環境づくりに 

でんわ⑤ 1414 

「黒星病」におかされ 
処分された枝（羽野木沢で） 
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大
の
効
果
を
あ
げ
る

べ
く
効

率
的
な
予
算
の
執
行
に
あ
た

っ
て
き
ま
し

た
。
 

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
ら

れ
た

市
税
や
国
か
ら
の
補
助
、
交

付
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
起
債
の

状

況
や
財
産
の
保
有
状
況
な
ど

ク
市
の
台
所

4
を
表
わ
ま

琴

計
簿
で

す
。
グ
ラ
プ
を
と

お

し
て
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
豊
か
な
住

み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
、

ご

協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。
 

こ
の
財
政
状
況
は
、
昭
租
四

十
六
年
度
の

一
般
、
特
別
会

計
予
算
に

つ
い
て
、
昭
和
四

十
七
年

三
月
三
十
一
日
現
在

で
の
執
行
状
況
を
み
た
も

の

で
す
。
 

皆
さ
ん

が
す
で

に
ご
存
知

の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
六
年

度
の
施
政
方
針
は
、
行
財
政

と
民
生
の
安
定
、
産
業
経
済

の
振
興
、
教
育
文
化
の

向
上

都
市
施
設
の
充
実
を
柱
に

市

民
生
活
の
安
定
と
市
の
発
展

を
め
ざ
し
最
少
の
経
費
で
最
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2ノ”円 

た は‘こ
消費税 

ノ259円 

四32円 

市氏龍 479円 
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酸責産税 矛巧円 
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加日金及ひ一
毒君 6名 
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彫タ勿I 

	Iーラー ノり 

特 別 

（病院企業） 

土地 26,829.71' 

本 院 比876.25 が 

分 院 0,391.70 が

医師住宅 2,241 .86 が

診療所 2,319.90 j,j? 

建物 	17, 094. 52i,t2 

物品 

医療器械器具外 

車両 乗用車等2台 

会 計 
(47 3.31現在） 

（水道企業） 

土地 86,238. 00m2 

建物 1, 449.O0' 

物品‘ 

浄水場機械装置外 

車両 トラック 1台 

軽乗用車 1台 

昭和46年度市税の員担状況 
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〉 規定および五所川原市「財政説 i 
I 明書」の作成および公表に関す I 
、 る条例第 2条により、昭和47年 I 
.
二
3 月31日現在における当市の財！ 

l政状況を公表します。 

〕 昭和47年6月19日 

（ 五所川原市長 佐々木栄造 I 
、・‘．.I 

③ 



I・
レ
 

j
 

でんわ⑤ 4321 

市政ダイ ヤ 

その日の 

行事や予定は 

し
 

ン
」
 

お
 

る
 

け
 

皿
又
 

を
 

ト
え
 

つ
 

ら
 

か
 

長
 

市
 

柏
 

て
 

け
 

つ
 

を
 

気
 

ん
 

さ
 

あ
 

ぼ
 

く
 

す
だ
け
で
相
手
の
協
力
員
に
通

じ
る
簡
単
な
仕
組
に
な
っ
て
お

り
、
六
月
十
一
日
最
初
に
取
り

付
け
さ
れ
た
弥
生
町
の
長
内
ヤ

サ
さ
ん
 
（八
一
歳
）
は
 
「
孫
が

ひ
と
り
で

き
た
よ
う
 
な
も
の

で
す
・
己
と

喜
ん
で
い
 
ま
し
 

た
。
 

ヤ
サ
さ
ん
は
 

，
養
老
施
設
に

入
れ
た
い
、
と

い
う
こ
ど
も
の

反
対
を
押
し
き

っ
て
ひ
と
り
暮

ら
し
を
し
て
十

年
に
な
り
ま
す

最
近
は
、
耳

が
不
自
由
で
足

腰
も
思
う
ょ
う
 

に
動
か
な
い
と

不
便
を
う
っ
た

え
て
い
ま
し
た

が
、
イ
ン
タ
ー
 

ホ
ン
が
取
り
付

け
ら
れ
る
と
、
 

さ
っ
そ
く
隣
り

の
協
力
員
に
な
 

六
十
五
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り

の
代
表
者
十
人
を
招
い
て
交
通

安
全
の
つ
え
を
贈
り
、
 お
と
し

り
 
よ
り

か
ら
喜
ば
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
孫

に
手
を
ひ
か
れ

た
お
と
し
よ
り

は
市
長
公
室
に

元
気
な
姿
を
み

せ
、
佐
々
木
市

長
か
ら

「
事
故
 

に
あ
わ
ず
元
気

で
毎
日
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
 

」
と
励
ま
さ
れ

た
あ
と
、
お
と

し
よ
り
ひ
と
り

ひ
と
り
に
丸
玉

や
湾
曲
の
つ
え

が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

っ
た
浜
館
八
郎
さ
ん
に
 「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
か
ら
元
気
に
第
一
声

を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
さ
ら
に
五
個
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
取
り
付
け
る
計
画

を
た
て
、
い
ま
そ
の
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
 

「モシ・モシー」新しい受話器を手に喜ぶヤサさん 

真
新
し
い
湾
曲
の
つ
え
を
贈

ら
れ
た
川
端
町
の
栗
島
八
重
さ

ん
 
（八
七
歳
）
は
 
「
つ
え
が

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
に

・
・
・
 

」
と
大
喜
び
。
市
で
は
さ
ら
に

老
人
ク
ラ
ブ
を
と
お
し
三
百
九

十
四
人
の
お
と
し
よ
り
に
交
通

安
全
の
つ
え
を
贈
り
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
出
稼
協
会
毘
沙
門

支
部

（
支
部長
原
田
信
英
）
は

こ
の
ほ
ど
出
か
せ
ぎ
者
の
無
事

故
と
安
全
を
願
っ
て
長
富
に
あ

る
た
か
お
か
み
神
社
に
祈
願
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
長
富
と
毘
沙
門
の

支
部
会
員
八
十
人
ほ
ど
が
集
ま

り
鏡
モ
チ
や
白
米
な
ど
の
供
え

物
を
並
べ
た
祭
檀
を
前
に
、
笹

木
昭
治
宮
司
か
ら
き
よ
め
の
お

は
ら
い
を
受
け
た
あ
と

「
無事

故
で
安
全
な
出
か
せ
ぎ
が
で
き

ま
す
よ
う
に
」
と
ひ
と
り
ひ
と
 

海
外
協

力
 

隊
員
募
集
 

市
の
 「
国
連
青
少
年
の
家
」
 

で
は
、
海
外
協
力
隊
員
を
夏
集

し
て
い
ま
す
。
協
力
隊
員
は
ア

フ
リ
カ
、
ア
ジ
ァ
、
中
南
米
の

発
展
途
上
国
に
対
し
て
経
済
開

発
、
民
生
向
上
の
た
め
技
術
、
 

技
能
を
身
に
つ
け
た
日
本
青
年

を
派
遣
し
各
国
の
国
づ
く
り
に

協
力
す
る
も
の
で
す
。
 

資
格
は
、
満
二
十
歳
以
上
で

技
術
、
技
能
を
有
す
る
日
本
青

年
男
女
で
す
。
派
遣
期
間
は
ー
ー
 

カ
年
で
、
派
遣
期
間
中
は
月
手

当
百
七
十
ド
ル
を
支
給
し
、
ほ

か
に
帰

国
時
に
約
四
十

万
円

支
給
さ
れ
ま
す
．
詳
し
く
は
 「
 

国
連
青
少
年
の
家
」
電
話
④
1
11
 

四
九
四
番
に
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

野
外
植
物
の

会
 

五

日

に
例

会
 

「
五
所
川
原
市
民
野
外
植
物

に
親
し
む
会
」
 
の第
四
回
例
会

は
、
七
月
五
日

（
水曜
日
）
午

後
五
時
か
ら
六
時
ま
で
行
な
い

ま
す
．
 

参
加
す
る
人
は
、
メ
モ
帳
を

準
備
し
乾
橋
の
下
ま
で
お
集
り

く
だ
さ
い
．
小
雨
で
も
決
行
し

ま
す
、
 

り
玉
串
を
き
さ
げ
無
事
を
祈
り

ま
し
た
．
 

⑤
 

お
年
寄
三
九
四
人
に
 

交
通
安
全
杖
贈

る
 

安
全

な
出
稼

を
 

毘
沙
門
で
祈
願
祭
 

ーヤサさん宅にインターホン 

もうさびしくないワ 

お隣りとモシモシ 

ひ
と
り
暮
ら
し
で
ね
た
き
り

の
お
と
し
よ
り
が
、
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
に
ー
と
、
市
で

は
こ
の
ほ
ど
ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
と
し
よ
り
五
世
帯
に
イ
ン
タ
 

ー
ホ
ン
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
 

こ
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
は
、
受

話
器
を
は
ず
し
て
ボ
タ
ン
を
押
 

「交
通
事
故
に

あ
わ
な
い

よ
う
に
ー
長
生

き
を
し

て
く

だ
さ
い
」
市
で
は
六
月
十
日
、
 



困つた不心得者 

街路樹57本折る 

商
工
観

光
課
が
緑

化
運
動
の

ひ
と
つ
と

し
て
東
北

電
力
五
所

川
原
営
業

所
の
奉
仕

で
植
え
た

プ
ラ
タ
ナ

ス
が
次
々

折
ら
れ
る

悪
質
な
い
 

た
ず
ら
が
あ
り
手
入
れ
を
し
て

い
た
地
元
民
の
怒
り
を
か
っ
て
 

い
る
。
 

折
ら
れ
た
の

は
、
さ
る
六
月

十
五
日
夜
半
か

ら
十
六
日
朝
ま

で
の
間
で
旭
町

か
ら
敷
島
町
、
 

下
平
井
町
通
り

の
両
側
歩
道
に

植
え
ら
れ
た
う

ち
の
五
十
七
本

に
も
及
び
支
柱

の
立
て
た
な
か

ほ
ど
か
ら
ポ
ッ

キ
リ
無
惨
に
つ

ぎ
っ
た
よ
ら
 

折
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

こ
の
プ
ラ
タ

ナ
ス
ぱ
、
さ
る

六
月
ヒ
日
商
工
 

公
害
防
止
設
備
 

資
金
も

融
資
 

市
て
に
、
4
1小
企
業
の
経
営

の
安
定
と
事
業
の
発
展
を
は
か

る
た
め
次
の
保
証
融
資
制
度
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
簡
易
小
口
特
別
保
証
融
資
制

度
（
一
企
業
百
万
円
以
内
、
ー
ー
 

カ
年
以
内
）
▽
中
小
企
業
近
代

化
資
金
特
別
保
証
融
資
制
度
（
 

一
企
業

一
千
万
円
以
内
、
七
カ

年
以
内
）
▽
中
小
企
業
夏
季
特

別
保
証
融
資
制
度

（
一
企業
三

百
万
円
以
内
、
四
カ
月
以
内
）
 

ほ
か
に
県
の
協
力
に
よ
り
▽

中
小
企
業
長
期
経
営
安
定
資
金
 

（
保証
金
額
一
千
五
首
万
円
以
 
 

観
光
課
が
同
営
業
所
の
労
力
奉

仕
で
百
十
一
本
植
え
た

一
M
ほ

ど
の
二
年
生
木
で
、
下
平
井
町

通
り
は
二
薪
以
上
も
あ
る
五
年

生
木
の
春
植
え
の
九
本
も
折
ら

れ
て
お
り

「
大切
に
育
て
よ
う

と
し
て
い
た
の
に
」
と
地
元
民

は
憤
慨
し
て
い
ま
す
。
 

緑
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
植
後
の

管
理
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と

同
時
に
、
街
路
樹
を
痛
め
る
よ

う
な
不
心
得
者
が
あ
っ
た
ら
直

ち
に
警
察
署
か
商
工
観
光
課
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。
 

内
、
期
間
十
年
以
内
）
▽
公
害

防
止
設
備
設
置
資
金

（
一千
万

円
以
内
、
五
年
以
内
）
▽
中
小

企
業
手
形
割
引
資
金

（
一千
五

百
万
円
以
内
、
期
間
定
め
な
し
 

）
▽
不
況
対
策
資
金

（
一千
万

円
以
内
、
五
年
以
内
）
 

な
お
県
で
も
独
自
に
中
小
企
業

夏
期
資
金
特
別
保
証
制
度
を
昭

和
四
十
七
年
六
月
二
十
日
か
ら

昭
和
四
十
七
年
八
月
三
十

一
日
 

（木
）
 ま
で
の
期
間
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市

商
工
観
光
課
、
電
話
⑤
二

一
一

一
番
、
ま
た
は
青
森
県
信
用
保

証
協
会
五
所
川
原
支
所
、
電
話

⑤
四

一
一二
番
へ

お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
 

P
R
マ
ツ
チ
作
製
 

図
案
は
三
好
中
生
 

市
で
は
、
 市
行
政
を

広
く

一
般
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
こ

の
ほ
ど

「
市政

マ
 
ッチ
」
一
万

個
を
つ
く
り
本
庁
と
各
支
所
の

窓
ロ
に
備
え
ま
し
た
。
 

表
面
に
は
、
三
好
中
」
犀
の

小
林
進
君
の
岩
木
山
と
市
彰
を

背
景
に
し
た

「虫
送
り
」
 
の図

が
描
か
れ
て
い
る
ほ
か
裏
面
に

は
市
が
昨
年
か
ら
行
な
っ
て
好

評
の
 「
生活
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
 

結
核
は
年
々
減
っ
て
は
き
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
ま
だ
百

万
人
以
上
の
患
者
が
い
ま
す
、
 

毎
年
新
し
く
感
染
し
て
発
病

す
る
人
も
二
十
万
人
ぐ
ら
い
は

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
健

康
年
金
課
で
は
次
の
日
程
で
レ

ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る
間
接
撮
影
を

行
な
い
ま
す
の
で
早
期
発
見
に

つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。
受
診
料

は
無
料
で
す
，
 

◇
七
月
三
日

（月
）
 

▽
午
前
九
時
半
ー
十
時
半
前

田
野
目
、
ニ
ッ
谷

（
西塚
石
油

店
前
）
▽
同
十
時
四
十
分

ー
十

一
時
半
前
田
野
目
、
中
村

（前

田
野
目
公

民
館
前
）
 ▽

十
一
一

時
一
一
十
分ー
午
後
一
時
十
分
前

田
野
目
、
派
立
（
新
合
啓
一
宅

前
）
▽
午
後

一
時
四
十
分
ー
一
「
 

時
四
十
分
高
野

（
高野
十
文
字
 

）
▽
同
二
時
五
十
分
ー
」
蒔
半

持
子
沢

（小
笠
原
商
店
前
）
 

◇
七
月
四
日
 （
火）
 

▽
午
前
九
時
半
ー
十
時
二
十

分
俵
元

（警
鐘
台
付
近
）
▽
同

十
時
四
十
分
ー
十
一
時
半
原
子
 

（
西谷
商
店
前
）
 
▽同
十
二
時

半
ー
午
後
一
時
半
羽
野
木
沢

（
 

七
和
支
所
前
）
▽
午
後

「
時
五

十
分
ー
二
時
半
中
泉

（
中泉
公

民
館
前
）
▽
同
二
時
四
十
分
ー
 

三
時
半
上
梅
田

（
成
田
理
容
所

前
）
▽
同
一
一蒔
四
十
分
ー
四
時

十
分
中
梅
田

（
梅
沢支
所
前
）
 

◇
七
月
五
日
（
水
）
 
 

本
部
」
と

「
市政
ダ
イ
ヤ
ル
」
 

の
電
話
番
号
が
刷
り
込
ま
れ

て

お
り
ま
す
。
心
要
に
応
じ
て
追

加
作
製
す
る
方
針
で
す
。
 

▽
午
前
九
時
二
十
分
ー
九
時

五
十
分
下
梅
田

（教
円
寺
前
）
 

▽
同
十
時
十
分
ー
十
一
時
七
ッ

館

（
消防
屯
所
付
近
）
▽
同
十

一
時
十
分
ー
十
二
時
浅
井
（
太

田
清
助
宅
前
）
 ▽
十
二
時
四
十

分
ー
午
後
一
時
四
十
分
福
山

（
 

福
山
集
会
所
前
）
▽
同
一
時
五

十
分

ー
二
時
半
豊
成

（
石
岡源

造
宅
前
）
▽
同
二
時
五
十
分

ー
 

」
蒔
五
十
分

野
里

（
前
田松
太

郎
宅
前
）
 

◇
七
月
六
日

（
木
）
 

▽
午
前
九
時
十
分
ー
十
時
福

岡
 
（
佐
寿
木
商
店
前
）
 ▽
午
前

十
時
十
分
ー
十
時
五
十
分
松
野

木

（
三上
自
転
車
店
前
）
 
▽同

十

一
時
ー
十
二
時
神
山

（
松
野

商
店
前
）
 
▽十
二
時
四
十
分
ー
 

午
後
一
時
半
杉
派
立
、
境
山
（
 

長
橋
支
所
前
）
▽
午
後
一
時
五

十
分
ー
二
時
半
若
山

（
石
岡治

男
宅
前
）
 
▽同
二
時
五
十
分

？

三
時
半
石
田
坂

（
石
田坂
集
今

所
前
）
 

◇
七
月
七
日

（
金
）
 

▽
午
前
九
時
二
十
分
ー
十
時

戸
沢

心
P
沢
公
民
館
前
）
 
▽同

十
時
十
分
ー

十
時
五
十
分

皿

隆
、
朝
日

（興
隆
集
会
所
前
）
 

▽
十
一
時
ー
 
一
［
時
坂ノ
L
、
 

南
新
、
北
新

（
郵
便局
前
）
ロ

午
後
一
時
ー
二
時
仲
町
、
 
下

町
、
伝
助
町

（
船
水
信
一
宅
前
 

）
▽
同
二
時
十
分
こ
一
一時
十
分

大
町
、
新
町
（
野
宮
商
店
前
）
 

5年生木の「ブラタナス」 もごらんのとおり 

できあ n、った 「市政マツチ」 

1
1結核
は
早
期
発
見
 

一
 

一
 

前
期

の
検
診
日
程

L
 

!
 

r
 

く
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